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本
号
で
公
布
さ
れ
た

法
令
の
あ
ら
ま
し
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◇
在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政

令
第
四
〇
〇
号
）（
外
務
省
）

在
外
公
館
の
名
称
及
び
位
置
並
び
に
在
外
公
館
に
勤
務

す
る
外
務
公
務
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
三
年
法
律
第
二
二
号
）
の
う
ち
、
在

ジ
ャ
カ
ル
タ
、
在
マ
ニ
ラ
、
在
ポ
ー
ト
モ
レ
ス
ビ
ー
、
在

リ
マ
及
び
在
ロ
ン
ド
ン
の
各
日
本
国
総
領
事
館
に
関
す
る

部
分
は
、
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
在
外
公
館
に
勤
務
す
る
外
務
公
務
員
の
在
勤
基
本
手
当

の
額
、
住
居
手
当
に
係
る
控
除
額
及
び
限
度
額
並
び
に

子
女
教
育
手
当
に
係
る
自
己
負
担
額
を
定
め
る
政
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
四
〇
一
号
）（
外
務
省
）

１

在
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
在
マ
ニ
ラ
、
在
ポ
ー
ト
モ
レ
ス

ビ
ー
、
在
リ
マ
及
び
在
ロ
ン
ド
ン
の
各
日
本
国
総
領
事

館
に
関
す
る
部
分
を
削
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
及

び
別
表
第
二
関
係
）

２

在
イ
ン
ド
日
本
国
大
使
館
等
の
在
外
公
館
に
勤
務
す

る
外
務
公
務
員
に
支
給
す
る
在
勤
基
本
手
当
の
額
を
改

定
す
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
一
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
司
法
試
験
受
験
手
数
料
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
政
令
第
四
〇
二
号
）（
法
務
省
）

１

司
法
試
験
及
び
司
法
試
験
予
備
試
験
の
電
子
出
願
に

よ
る
受
験
手
数
料
の
規
定
を
削
除
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
第
一
条
及
び
第
二
条
関
係
）

２

旧
司
法
試
験
の
受
験
手
数
料
に
関
す
る
規
定
を
削
除

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

３

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令（
政
令
第
四
〇
三
号
）

（
法
務
省
）

１

裁
判
外
紛
争
解
決
手
続
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
る
民
間
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の
認
証

の
申
請
手
続
及
び
認
証
紛
争
解
決
手
続
の
業
務
の
内
容

又
は
そ
の
実
施
方
法
の
変
更
の
認
証
の
申
請
手
続
に
つ

い
て
、
電
子
申
請
に
よ
る
手
数
料
の
規
定
を
削
除
す
る

こ
と
と
し
た
。（
第
三
条
関
係
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
一
月
七
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
（
政
令
第
四
〇
四
号
）

（
法
務
省
）

民
事
訴
訟
法
及
び
民
事
保
全
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
二
三
年
法
律
第
三
六
号
）
の
施
行
期
日
は
、
平

成
二
四
年
四
月
一
日
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
四
〇
五
号
）（
総
務
省
）

１

消
防
法
別
表
第
一
類
の
項
の
物
品
欄
に
掲
げ
る
物
品

と
し
て
炭
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
過
酸
化
水
素
付
加
物
を
追
加

す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
関
係
）

２

浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
タ
ン
ク
貯
蔵
所
の
位
置
、

構
造
及
び
設
備
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
新
た
に
設
け

る
こ
と
と
し
た
。（
第
一
一
条
関
係
）

３

エ
タ
ノ
ー
ル
又
は
エ
タ
ノ
ー
ル
を
含
有
す
る
ガ
ソ
リ

ン
を
取
り
扱
う
給
油
取
扱
所
の
位
置
、
構
造
及
び
設
備

等
に
係
る
技
術
上
の
基
準
の
特
例
を
、
総
務
省
令
で
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
た
。（
第
一

七
条
及
び
第
二
七
条
関
係
）

４

二
酸
化
炭
素
消
火
設
備
を
不
活
性
ガ
ス
消
火
設
備
に

改
め
る
こ
と
と
し
た
。（
別
表
第
五
関
係
）

５

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
３
に
つ
い
て
は
平
成
二
四

年
一
月
一
一
日
か
ら
、
４
に
つ
い
て
は
平
成
二
四
年
三

月
一
日
か
ら
、
２
、
６
の
浮
き
蓋
付
き
の
特
定
屋
外
タ

ン
ク
貯
蔵
所
に
関
す
る
部
分
及
び
７
に
つ
い
て
は
平
成

二
四
年
四
月
一
日
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
施
行
す
る
こ
と
と

し
た
。（
附
則
第
一
条
関
係
）

６

所
要
の
経
過
措
置
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第

二
条
〜
第
一
二
条
関
係
）

７

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
に

つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
附
則
第
一

三
条
関
係
）G

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
前
期
高
齢
者
交
付
金
及
び
後
期
高
齢
者
医
療
の
国
庫
負

担
金
の
算
定
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
（
政
令
第
四
〇
六
号
）（
厚
生
労
働
省
）

１

平
成
二
四
年
度
及
び
平
成
二
五
年
度
に
お
け
る
後
期

高
齢
者
負
担
率
を
一
〇
〇
分
の
一
〇
・
五
一
と
す
る
こ

と
と
し
た
。

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

の
一
部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
政
令
等
の
整

備
等
に
関
す
る
政
令
（
政
令
第
四
〇
七
号
）（
厚
生
労
働

省
）

１

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革

の
推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
（
平
成
二
三
年
法
律
第
一
〇
五
号
）
の
一
部
の
施
行

に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
厚

生
労
働
省
関
係
政
令
等
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
の
整
備

等
を
行
う
こ
と
と
し
た
。（
第
一
条
〜
第
一
二
条
関
係
）

^

児
童
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
三
年
政
令
第
七
四

号
）

_

医
療
法
施
行
令（
昭
和
二
三
年
政
令
第
三
二
六
号
）

`

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
二
五
年
政
令

第
七
八
号
）

a

食
品
衛
生
法
施
行
令
（
昭
和
二
八
年
政
令
第
二
二

九
号
）

b

理
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
二
八
年
政
令
第
二
三
二

号
）

c

美
容
師
法
施
行
令
（
昭
和
三
二
年
政
令
第
二
七
七

号
）

d

旅
館
業
法
施
行
令
（
昭
和
三
二
年
政
令
第
一
五
二

号
）

e

知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
五
年
政
令

第
一
〇
三
号
）

f

薬
事
法
施
行
令
（
昭
和
三
六
年
政
令
第
一
一
号
）

sT

母
子
保
健
法
施
行
令
（
昭
和
四
〇
年
政
令
第
三
八

五
号
）

sU

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
二
年
政
令
第
一
六

号
）

sV

登
録
免
許
税
法
施
行
令
（
昭
和
四
二
年
政
令
第
一

四
六
号
）

２

こ
の
政
令
は
、
平
成
二
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。
た
だ
し
、
一
部
の
規
定
は
、
平
成
二

五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

◇
二
千
六
年
の
国
際
熱
帯
木
材
協
定
（
条
約
第
一
八
号
）

（
外
務
省
）

こ
の
協
定
は
、
熱
帯
木
材
貿
易
の
発
展
及
び
熱
帯
林
の

持
続
可
能
な
経
営
の
促
進
を
目
的
と
し
て
、
国
際
熱
帯
木

材
機
関
の
活
動
を
通
じ
た
国
際
協
力
の
枠
組
み
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
協
定
は
、
前
文
、
本
文
四
六

箇
条
、
末
文
及
び
二
の
付
表
か
ら
成
る
。
そ
の
概
要
は
、

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

目
的
（
第
一
章
）

こ
の
協
定
は
、
次
の
こ
と
等
に
よ
り
、
持
続
可
能
で

あ
る
よ
う
に
経
営
さ
れ
、
か
つ
、
合
法
的
な
伐
採
が
行

わ
れ
た
森
林
か
ら
の
熱
帯
木
材
の
国
際
貿
易
の
発
展
及

び
熱
帯
林
の
持
続
可
能
な
経
営
を
促
進
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。（
第
一
条
関
係
）

^

加
盟
国
の
間
の
協
議
、
国
際
協
力
及
び
政
策
立
案

の
た
め
の
効
果
的
な
枠
組
み
を
提
供
す
る
こ
と
。

_

持
続
可
能
で
あ
る
よ
う
に
経
営
さ
れ
て
い
る
供
給

源
か
ら
の
熱
帯
木
材
の
輸
出
を
達
成
す
る
た
め
の
加

盟
国
の
能
力
を
高
め
る
こ
と
。

`

熱
帯
木
材
の
違
法
伐
採
及
び
関
連
す
る
貿
易
に
対

処
す
る
た
め
の
加
盟
国
の
能
力
を
強
化
す
る
こ
と
。

２

国
際
熱
帯
木
材
機
関
（
第
三
章
か
ら
第
六
章
ま
で
）

^

こ
の
協
定
の
運
用
の
た
め
、
千
九
百
八
十
三
年
の

国
際
熱
帯
木
材
協
定
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
機
関
は

存
続
す
る
こ
と
、
本
部
は
横
浜
に
置
く
こ
と
、
機
関

の
加
盟
国
は
加
盟
生
産
国
及
び
加
盟
消
費
国
に
区
分

さ
れ
る
こ
と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
三
条

及
び
第
四
条
関
係
）

_

機
関
の
最
高
機
関
で
あ
る
理
事
会
は
全
て
の
加
盟

国
で
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
理
事
会
に
関
し
、
そ

の
権
限
、
任
務
、
会
合
、
票
の
配
分
、
投
票
手
続
、

定
足
数
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
六
条
か
ら

第
一
三
条
関
係
）

`

機
関
は
法
人
格
を
有
す
る
こ
と
、
機
関
並
び
に
機

関
の
事
務
局
長
及
び
職
員
等
の
地
位
、
特
権
及
び
免

除
に
つ
い
て
は
、
日
本
国
政
府
と
国
際
熱
帯
木
材
機

関
と
の
間
の
本
部
協
定
が
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
こ

と
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
一
七
条
関
係
）

a

機
関
の
運
営
及
び
活
動
の
た
め
、
運
営
勘
定
、
特

別
勘
定
及
び
バ
リ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
基
金
並
び

に
理
事
会
が
必
要
と
認
め
る
他
の
勘
定
を
置
く
こ

と
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
勘
定
に
つ
い
て
そ
の
構
成
、

費
用
の
負
担
方
法
、
支
払
の
形
式
及
び
会
計
検
査
等

に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
一
八
条
か
ら
第
二
三

条
関
係
）
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